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論文内容の要旨

本論文は，自動再送 (ARQ)型通信方式及び符号化変調 (TCM) 通信方式lζ適した誤り訂正符号の

構成に関する研究の成果をまとめたものであり， 7 章から構成されている。

第 1 章は序論であり，本研究に関連する分野において従来より行われてきた研究について概説し，本研

究の目的並びに工学的意義を明らかにしている。乙の章では新しいタイプの ARQ 通信方式ータイプHハ

イブリッド ARQ 方式 (HARQ-II方式と略す)に適した誤り訂正符号を分離可能符号と定義している。

第 2章では，従来提案された分離可能符号が殆どランダム誤り通信路にしか適していないのに対し，パ

ースト誤り通信路に適した分離可能符号として修正 Fire 符号を提案し，その特性を一般化Gi 1 bert モ

デルに基づいて解析している。

第 3章では，従来よく知られていた，多重誤りを訂正でき，符号比率が高く，符号構成が柔軟性に富み，

符号化及び復号が簡単であるという多くの長所を持つ BCH符号を HARQ -II 方式に適用できるよう

に修正する手法を提案している。これらの手法で構成される分離可能符号は符号化と復号とが比較的簡単

であるという特徴を有している。

第 4章では，従来の HARQ-II方式り司期問題が複雑になってしまうことに対して，新しい HARQ

一日方式を提案し，その特性を明らかにしている o 乙の新 HARQ-II方式は従来の HARQ 一日方式と

比べて，送信系列のブ、ロック長は常に同一であり，また，必要に応じ適当な検査記号を送信すると同時I C::，

新たに情報記号を送信する乙とができるというこつの特徴を有している。

第 5 章では，分離可能符号の新しい応用として，分離可能符号を用いた修正 Viterbi -Wolf 復号法

を提案し，乙の復号法の復号誤り確率が従来の Viterbi -Wol f 復号法と比較して劣化する乙となく，
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復号計算複雑度が大幅に減少できるという有効性を明らかにしている o

第 6 章では，近年注目を集めた新しい通信技術一符号化変調方式ーに関して復号後情報記号誤り率を最

小lとするという意味での最適符号を構成し，従来提案された符号と比較して，復号誤り確率を減少し得る

乙とを明らかにしている。

第 7 章は結論であり，本研究lとより得られた主要な成果を総括して述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，高信頼度データ通信達成のための自動再送方式ならびに符号化と変調技術とを→本化した符

号化変調方式に適した誤り訂正符号の構成に関する理論的研究をまとめたものであって，次のような成果

を上げている。

(1) 自動再送方式用のパースト誤り訂正符号として修正 Fire 符号を提案し，ランダム誤りのみならずパ

ースト誤りにも対処し得るようにしている。

(2) 従来の BCH 符号を自動再送方式に適した形に修正する乙とにより，符号・復号化が比較的簡単にで

きるようにしている。

(3) 自動再送方式にパースト誤り訂正符号を併用した場合に問題となるシステム同期の複雑さを，送信系

列のブロック長を常に同ーに保ちつつ，必要に応じ検査記号と共に新たに情報記号も同時に送信する方

法によって解決している。

(4) 符号化変調方式において.復号後の情報記号誤り率を最小lとするという意味での Gray符号を用いた

最適符号構成を示している。

以上のように本論文は，自動再送方式ならびに符号化変調方式に適した誤り訂正符号構成に関する新し

い知見を与えており，通信工学，特に符号理論の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論

文として価値あるものと認める。
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